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鈴木とし子は、息子夫婦の博之と理江、次女の美香、孫の美咲と暮らしていた。 ある日、
とし子は末期がんと宣告される。 最期の時を自宅で過ごしたいと考えるとし子だが、
家族に気を使い、言い出せずにいた。
嫁いで行った長女、明美の計らいで母の思いを知った博之と理江は、かかりつけ医
の小坂に相談に行く。小坂の話を聞き、何とかなると軽い気持ちでいる博之に対し、
理江の気は重い。 そんな理江の気持ちをよそに、とし子の在宅療養生活が始まって
いく。
仕事をやめられない理江。 どこか抜けている博之。 ほとんど家にいない美香。 ゲーム
に夢中な美咲。 診療医の小坂と看護師の野田は、とし子の診療をしながら、家族を
もサポートをしていった。 日に日に衰えて行くとし子。やがて、家族にも変化があら
われ始め・・・。
そんな時、とし子の弟、実が家にやって来る。 寝たきりのとし子を見て、何故、病院に
連れて行かないのかと責め立てる。 救急車を呼ぼうと携帯に手を伸ばすが・・・。

在宅医療、家で看取るということに初めて挑戦した家族が、試行錯誤しながらも、
とし子との限られた時間を過ごしていく。 そして、最期に家族みんなで、とった記念
写真には、家族にしかわからないある想いが刻まれていた。

記念写真～ゆずり葉の季節～
は　る あらすじ


